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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期中間期 39,810 3.1 6,469 △24.2 4,794 △27.9

2022年３月期中間期 38,610 20.8 8,533 182.7 6,652 201.0

（注）包括利益 2023年３月期中間期 △16,768百万円（－％） 2022年３月期中間期 10,264百万円（48.6％）

１株当たり中間純利益
潜在株式調整後

１株当たり中間純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期中間期 276.43 275.99

2022年３月期中間期 367.18 366.27

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期中間期 4,687,902 238,651 5.1

2022年３月期 5,162,840 257,697 5.0

（参考）自己資本 2023年３月期中間期 238,651百万円 2022年３月期 257,567百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 40.00 － 80.00 120.00

2023年３月期 － 60.00

2023年３月期（予想） － 60.00 120.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 77,600 △0.2 12,400 △21.1 8,500 △27.0 492.00

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

１．2023年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 無

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期中間期 17,355,487株 2022年３月期 17,655,487株

②  期末自己株式数 2023年３月期中間期 79,364株 2022年３月期 133,001株

③  期中平均株式数（中間期） 2023年３月期中間期 17,344,046株 2022年３月期中間期 18,117,717株

（１）個別経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期中間期 29,404 5.5 6,757 △22.5 5,322 △19.2

2022年３月期中間期 27,872 23.8 8,723 191.7 6,584 169.7

１株当たり中間純利益

円 銭

2023年３月期中間期 306.85

2022年３月期中間期 363.44

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期中間期 4,641,925 226,571 4.9

2022年３月期 5,115,430 244,768 4.8

（参考）自己資本 2023年３月期中間期 226,571百万円 2022年３月期 244,638百万円

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,400 0.6 11,600 △23.6 8,300 △25.5 480.43

※  注記事項

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご

覧ください 。

（３）発行済株式数（普通株式）

（個別業績の概要）

１．2023年３月期第２四半期（中間期）の個別業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）個別財政状態

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．2023年３月期の個別業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

※  中間決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該

当するため、第２四半期会計期間については、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。

２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスによる行動制限が緩和され、旅行及び外食等に

対する個人消費が緩やかに持ち直しているものの、ウクライナ情勢の長期化による物価上昇並びに米中対立の激化

及び近隣諸国における地政学的リスクの高まり等様々な問題があり、景気の先行きは依然として不透明でありま

す。

　このような経済状況下、当行の連結ベースでの経営成績は以下のとおりとなりました。

　当中間連結会計期間の経常収益は、国債等債券売却益等が減少したものの、貸出金利息並びに有価証券利息配当

金及び株式等売却益等が増加したことを主な要因として、前年同期比1,199百万円増加し39,810百万円となりまし

た。

　経常費用は、国債等債券売却損が増加したことを主な要因として、前年同期比3,263百万円増加し33,340百万円

となりました。

　この結果、経常利益は前年同期比2,063百万円減少し6,469百万円となり、親会社株主に帰属する中間純利益は前

年同期比1,858百万円減少し4,794百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　預金の当中間連結会計期間末残高につきましては、当中間連結会計期間中86,334百万円増加し4,113,751百万円

となりました。預金の増加のうち、個人預金につきましては、当中間連結会計期間中33,053百万円の増加となりま

した。

　貸出金の当中間連結会計期間末残高につきましては、地元企業の資金需要や住宅ローンを中心とした個人向け融

資等、各種資金ニーズに積極的に対応した結果により当中間連結会計期間中107,148百万円増加し3,445,720百万円

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　中間期までの業績及び直近の景況感などを踏まえ、2022年５月11日に「2022年３月期　決算短信」にて公表しま

した、2023年３月期通期の業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日別途公表いたしました「業績

予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当中間連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

現金預け金 851,450 237,374

有価証券 824,618 859,916

貸出金 3,338,572 3,445,720

外国為替 6,200 7,630

リース債権及びリース投資資産 36,721 36,234

その他資産 54,344 50,176

有形固定資産 36,839 36,771

無形固定資産 2,692 2,469

退職給付に係る資産 15,894 16,019

繰延税金資産 765 762

支払承諾見返 8,381 8,506

貸倒引当金 △13,641 △13,681

資産の部合計 5,162,840 4,687,902

負債の部

預金 4,027,417 4,113,751

譲渡性預金 61,999 66,550

コールマネー及び売渡手形 3,763 2,977

債券貸借取引受入担保金 29,931 65,685

借用金 669,654 96,660

外国為替 37 66

社債 30,000 30,000

信託勘定借 1,140 1,697

その他負債 45,371 45,266

賞与引当金 1,132 1,116

役員賞与引当金 44 22

退職給付に係る負債 2,311 2,219

役員退職慰労引当金 30 19

睡眠預金払戻損失引当金 183 134

偶発損失引当金 1,054 1,192

利息返還損失引当金 30 30

繰延税金負債 19,884 10,577

再評価に係る繰延税金負債 2,774 2,774

支払承諾 8,381 8,506

負債の部合計 4,905,143 4,449,251

純資産の部

資本金 25,090 25,090

資本剰余金 21,241 21,241

利益剰余金 154,097 156,623

自己株式 △351 △231

株主資本合計 200,078 202,725

その他有価証券評価差額金 49,756 28,514

土地再評価差額金 3,887 3,887

退職給付に係る調整累計額 3,844 3,524

その他の包括利益累計額合計 57,488 35,925

新株予約権 130 －

純資産の部合計 257,697 238,651

負債及び純資産の部合計 5,162,840 4,687,902

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

経常収益 38,610 39,810

資金運用収益 16,334 17,821

（うち貸出金利息） 12,932 13,325

（うち有価証券利息配当金） 2,984 3,853

信託報酬 26 34

役務取引等収益 6,017 6,301

その他業務収益 12,278 11,576

その他経常収益 3,953 4,076

経常費用 30,077 33,340

資金調達費用 457 1,637

（うち預金利息） 182 343

役務取引等費用 1,865 1,813

その他業務費用 10,125 12,900

営業経費 16,329 15,554

その他経常費用 1,299 1,434

経常利益 8,533 6,469

特別利益 378 1

固定資産処分益 0 1

段階取得に係る差益 14 －

負ののれん発生益 362 －

特別損失 7 5

固定資産処分損 7 5

税金等調整前中間純利益 8,903 6,465

法人税、住民税及び事業税 2,261 1,508

法人税等調整額 △34 163

法人税等合計 2,226 1,671

中間純利益 6,676 4,794

非支配株主に帰属する中間純利益 23 －

親会社株主に帰属する中間純利益 6,652 4,794

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

中間純利益 6,676 4,794

その他の包括利益 3,587 △21,562

その他有価証券評価差額金 3,626 △21,241

退職給付に係る調整額 △38 △320

中間包括利益 10,264 △16,768

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 10,239 △16,768

非支配株主に係る中間包括利益 24 －

（中間連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 25,090 21,231 145,517 △560 191,280

会計方針の変更による累積
的影響額

△108 △108

会計方針の変更を反映した当
期首残高

25,090 21,231 145,409 △560 191,172

当中間期変動額

剰余金の配当 △633 △633

親会社株主に帰属する中間
純利益

6,652 6,652

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △11 47 36

自己株式の消却

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替

11 △11 －

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 － － 6,007 45 6,053

当中間期末残高 25,090 21,231 151,417 △514 197,225

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主持
分

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

土地再評価差
額金

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 55,243 3,887 2,087 61,218 139 620 253,259

会計方針の変更による累積
的影響額

△6 △114

会計方針の変更を反映した当
期首残高

55,243 3,887 2,087 61,218 139 613 253,144

当中間期変動額

剰余金の配当 △633

親会社株主に帰属する中間
純利益

6,652

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 36

自己株式の消却

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替

－

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

3,625 － △38 3,586 △9 △19 3,557

当中間期変動額合計 3,625 － △38 3,586 △9 △19 9,610

当中間期末残高 58,869 3,887 2,048 64,805 130 594 262,755

（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 25,090 21,241 154,097 △351 200,078

会計方針の変更による累積
的影響額

会計方針の変更を反映した当
期首残高

25,090 21,241 154,097 △351 200,078

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,401 △1,401

親会社株主に帰属する中間
純利益

4,794 4,794

自己株式の取得 △908 △908

自己株式の処分 5 156 162

自己株式の消却 △872 872 －

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替

866 △866 －

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 － － 2,525 120 2,646

当中間期末残高 25,090 21,241 156,623 △231 202,725

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主持
分

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

土地再評価差
額金

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 49,756 3,887 3,844 57,488 130 － 257,697

会計方針の変更による累積
的影響額

会計方針の変更を反映した当
期首残高

49,756 3,887 3,844 57,488 130 － 257,697

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,401

親会社株主に帰属する中間
純利益

4,794

自己株式の取得 △908

自己株式の処分 162

自己株式の消却 －

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替

－

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

△21,241 － △320 △21,562 △130 － △21,692

当中間期変動額合計 △21,241 － △320 △21,562 △130 － △19,045

当中間期末残高 28,514 3,887 3,524 35,925 － － 238,651

当中間連結会計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。)を当中間連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経

過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたし

ました。これによる中間連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

当中間連結会計期間における新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮

定については、前連結会計年度の有価証券報告書の「第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 （１）連結財務諸表 注

記事項（重要な会計上の見積り）」に記載した内容から重要な変更はありません。
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(単位：百万円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当中間会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

現金預け金 851,047 237,072

有価証券 828,483 863,781

貸出金 3,342,103 3,449,845

外国為替 6,200 7,630

その他資産 41,655 37,455

その他の資産 41,655 37,455

有形固定資産 35,749 35,656

無形固定資産 2,525 2,273

前払年金費用 11,885 12,372

支払承諾見返 8,351 8,480

貸倒引当金 △12,571 △12,644

資産の部合計 5,115,430 4,641,925

負債の部

預金 4,036,006 4,121,889

譲渡性預金 61,999 66,550

コールマネー 3,763 2,977

債券貸借取引受入担保金 29,931 65,685

借用金 642,919 70,743

外国為替 37 66

社債 30,000 30,000

信託勘定借 1,140 1,697

その他負債 29,655 29,720

未払法人税等 2,046 838

リース債務 152 147

資産除去債務 51 52

その他の負債 27,405 28,681

賞与引当金 1,002 983

役員賞与引当金 31 16

退職給付引当金 3,621 3,418

睡眠預金払戻損失引当金 183 134

偶発損失引当金 1,054 1,192

繰延税金負債 18,188 9,022

再評価に係る繰延税金負債 2,774 2,774

支払承諾 8,351 8,480

負債の部合計 4,870,662 4,415,354

３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表
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(単位：百万円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当中間会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

資本金 25,090 25,090

資本剰余金 18,645 18,645

資本準備金 18,645 18,645

利益剰余金 147,620 150,673

利益準備金 8,029 8,029

その他利益剰余金 139,590 142,643

買換資産圧縮積立金 3,361 3,354

別途積立金 57,720 57,720

繰越利益剰余金 78,508 81,569

自己株式 △351 △231

株主資本合計 191,005 194,179

その他有価証券評価差額金 49,745 28,504

土地再評価差額金 3,887 3,887

評価・換算差額等合計 53,632 32,391

新株予約権 130 －

純資産の部合計 244,768 226,571

負債及び純資産の部合計 5,115,430 4,641,925
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(単位：百万円)

前中間会計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当中間会計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

経常収益 27,872 29,404

資金運用収益 17,114 18,800

（うち貸出金利息） 12,937 13,327

（うち有価証券利息配当金） 3,760 4,831

信託報酬 26 34

役務取引等収益 6,095 6,378

その他業務収益 686 99

その他経常収益 3,950 4,091

経常費用 19,148 22,647

資金調達費用 424 1,607

（うち預金利息） 182 343

役務取引等費用 1,972 1,925

その他業務費用 305 3,355

営業経費 15,157 14,349

その他経常費用 1,288 1,409

経常利益 8,723 6,757

特別損失 7 5

税引前中間純利益 8,715 6,752

法人税、住民税及び事業税 2,062 1,270

法人税等調整額 68 159

法人税等合計 2,131 1,430

中間純利益 6,584 5,322

（２）中間損益計算書
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

買換資産
圧縮積立
金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 3,372 57,720 70,314 139,436

当中間期変動額

剰余金の配当 △633 △633

中間純利益 6,584 6,584

自己株式の取得

自己株式の処分 △11 △11

自己株式の消却

買換資産圧縮積立金の取崩 △5 5 －

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替

11 11 △11 △11

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）

当中間期変動額合計 － － － － － △5 － 5,944 5,939

当中間期末残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 3,366 57,720 76,259 145,376

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証
券評価差額金

土地再評価差
額金

評価・換算差
額等合計

当期首残高 △560 182,613 55,216 3,887 59,104 139 241,857

当中間期変動額

剰余金の配当 △633 △633

中間純利益 6,584 6,584

自己株式の取得 △1 △1 △1

自己株式の処分 47 36 36

自己株式の消却

買換資産圧縮積立金の取崩 － －

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替

－ －

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）

3,626 － 3,626 △9 3,617

当中間期変動額合計 45 5,985 3,626 － 3,626 △9 9,602

当中間期末残高 △514 188,598 58,843 3,887 62,730 130 251,459

（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

買換資産
圧縮積立
金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 3,361 57,720 78,508 147,620

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,401 △1,401

中間純利益 5,322 5,322

自己株式の取得

自己株式の処分 5 5

自己株式の消却 △872 △872

買換資産圧縮積立金の取崩 △6 6 －

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替

866 866 △866 △866

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）

当中間期変動額合計 － － － － － △6 － 3,060 3,053

当中間期末残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 3,354 57,720 81,569 150,673

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証
券評価差額金

土地再評価差
額金

評価・換算差
額等合計

当期首残高 △351 191,005 49,745 3,887 53,632 130 244,768

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,401 △1,401

中間純利益 5,322 5,322

自己株式の取得 △908 △908 △908

自己株式の処分 156 162 162

自己株式の消却 872 － －

買換資産圧縮積立金の取崩 － －

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替

－ －

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）

△21,241 － △21,241 △130 △21,371

当中間期変動額合計 120 3,174 △21,241 － △21,241 △130 △18,197

当中間期末残高 △231 194,179 28,504 3,887 32,391 － 226,571

当中間会計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）
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　４.決算補足説明資料

Ⅰ．2023年３月期　第２四半期決算の概況

１．損益状況 【単体】 Ｐ．15

【連結】 Ｐ．16

２．業務純益 【単体】 Ｐ．17

３．利鞘 【単体】 Ｐ．17

４．有価証券関係損益 【単体】 Ｐ．17

５．ＲＯＥ 【単体】／【連結】Ｐ．18

６．自己資本比率（国際統一基準） 【単体】／【連結】Ｐ．18

Ⅱ．貸出金等の状況

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 【単体】／【連結】Ｐ．19

２．金融再生法開示債権の状況 【単体】 Ｐ．20

３．業種別貸出状況等

①業種別貸出金 【単体】 Ｐ．20

②消費者ローン残高 【単体】 Ｐ．21

③中小企業等貸出比率 【単体】 Ｐ．21

④系列ノンバンク向け貸出金残高 【単体】 Ｐ．21

４．預金等・貸出金・有価証券の残高 【単体】 Ｐ．21

（参考）預り資産残高 【単体】 Ｐ．21

５．自己査定結果・金融再生法開示債権及びリスク管理債権の関係 【単体】 Ｐ．22

Ⅲ．有価証券の評価損益

１．有価証券の評価基準 【単体】／【連結】Ｐ．23

２．評価損益 【単体】 Ｐ．23

Ⅳ．業績予想 【単体】／【連結】Ｐ．24

Ⅴ．単体決算要約 【単体】 Ｐ．25

（注）金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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【単　体】 （単位：百万円）

2022年３月期
第２四半期

（６か月間）(A)

2023年３月期
第２四半期

（６か月間）(B)

比　較
(B)－(A)

経常収益 27,872 29,404 1,532

経常利益 8,723 6,757 △1,966

中間純利益 6,584 5,322 △1,262

業務純益 5,384 3,179 △2,204

（単位：百万円）

2022年３月期
第２四半期

（６か月間）(A)

2023年３月期
第２四半期

（６か月間）(B)

比　較
(B)－(A)

業務粗利益 1 21,219 18,425 △2,794

（除く国債等債券損益（５勘定尻）） 2 20,981 21,558 577

資金利益 3 16,690 17,193 503

役務取引等利益 4 4,149 4,487 338

その他業務利益 5 380 △3,255 △3,636

（うち国債等債券損益（５勘定尻）） 6 238 △3,133 △3,371

経費（除く臨時処理分）（△） 7 15,171 14,781 △390

人件費 8 8,584 8,513 △70

物件費 9 5,550 5,301 △249

税金 10 1,036 966 △70

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 11 6,048 3,644 △2,403
コア業務純益
（除く国債等債券損益（５勘定尻））

12 5,809 6,777 967

コア業務純益（除く投資信託解約損益） 13 5,824 6,777 952

一般貸倒引当金繰入額（△）① 14 663 464 △199

業務純益 15 5,384 3,179 △2,204

（うち国債等債券損益（５勘定尻）） 16 238 △3,133 △3,371

臨時損益 17 3,339 3,577 238

不良債権処理額（△）② 18 315 252 △63

貸出金償却 19 － 2 2

個別貸倒引当金繰入額 20 200 57 △143

偶発損失引当金繰入額 21 － 137 137

延滞債権等売却損等 22 114 54 △60

貸倒引当金戻入益③ 23 － － －

償却債権取立益 24 － 10 10

偶発損失引当金戻入益④ 25 71 － △71

株式等関係損益 26 3,608 3,726 118

その他臨時損益 27 △24 93 118

経常利益 28 8,723 6,757 △1,966

特別損益 29 △7 △5 2

うち固定資産処分損益 30 △7 △5 2

固定資産処分益 31 － － －

固定資産処分損 32 7 5 △2

うち減損損失（△） 33 － － －

税引前中間純利益 34 8,715 6,752 △1,963

法人税、住民税及び事業税（△） 35 2,062 1,270 △792

法人税等調整額（△） 36 68 159 90

法人税等合計（△） 37 2,131 1,430 △701

中間純利益 38 6,584 5,322 △1,262

与信関連費用（①＋②－③－④） 39 907 716 △190

Ⅰ．2023年３月期　第２四半期決算の概況
１．損益状況

（注）コア業務純益（No.12）＝実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）（No.11）－国債等債券損益（No.16）
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【連　結】 （単位：百万円）

2022年３月期
第２四半期

（６か月間）(A)

2023年３月期
第２四半期

（６か月間）(B)

比　較

(B)－(A)

経常収益 38,610 39,810 1,199

経常利益 8,533 6,469 △2,063

親会社株主に帰属する中間純利益 6,652 4,794 △1,858

（単位：百万円）

2022年３月期
第２四半期

（６か月間）(A)

2023年３月期
第２四半期

（６か月間）(B)

比　較

(B)－(A)

連結粗利益 1 22,208 19,381 △2,826

資金利益 2 15,876 16,183 306

役務取引等利益 3 4,178 4,522 343

その他業務利益 4 2,153 △1,324 △3,477

営業経費（△） 5 16,329 15,554 △774

貸倒償却引当費用（△）① 6 963 721 △241

一般貸倒引当金繰入額 7 636 453 △183

貸出金償却 8 1 2 0

個別貸倒引当金繰入額 9 209 72 △137

偶発損失引当金繰入額 10 － 137 137

延滞債権等売却損等 11 114 54 △60

貸倒引当金戻入益② 12 － － －

償却債権取立益 13 － 10 10

偶発損失引当金戻入益③ 14 71 － △71

株式等関係損益 15 3,618 3,726 107

その他 16 △72 △372 △300

経常利益 17 8,533 6,469 △2,063

特別損益 18 370 △3 △374

税金等調整前中間純利益 19 8,903 6,465 △2,437

法人税、住民税及び事業税（△） 20 2,261 1,508 △753

法人税等調整額（△） 21 △34 163 197

法人税等合計（△） 22 2,226 1,671 △555

中間純利益 23 6,676 4,794 △1,882

非支配株主に帰属する中間純利益（△） 24 23 － △23

親会社株主に帰属する中間純利益 25 6,652 4,794 △1,858

与信関連費用（①－②－③） 26 891 721 △170

　（参　考） （単位：百万円）

連結業務純益 27 5,190 2,889 △2,300

（連結子会社数） （単位：社）

連結子会社数 6 6 －

持分法適用会社数 － － －

（注）連結粗利益＝資金利益（資金運用収益－資金調達費用）

　　　　　　　　＋役務取引等利益（役務取引等収益（信託報酬含む）－役務取引等費用）

　　　　　　　　＋その他業務利益（その他業務収益－その他業務費用）

連結業務純益＝単体業務純益＋子会社経常利益＋関連会社経常利益×持ち分－内部取引（配当等）
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【単　体】 (単位：百万円）

2022年３月期
第２四半期

（６か月間）(A)

2023年３月期
第２四半期

（６か月間）(B)

比　較
(B)－(A)

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 6,048 3,644 △2,403

職員一人当たり（千円） 3,262 1,971 △1,290

コア業務純益
5,809 6,777 967

（一般貸倒引当金繰入前、債券５勘定尻除く）

職員一人当たり（千円） 3,133 3,667 533

業務純益 5,384 3,179 △2,204

職員一人当たり（千円） 2,904 1,720 △1,183

(単位：人）

2021年９月期
(A)

2022年９月期
(B)

比　較
(B)－(A)

平均人数 1,854 1,848 △6

【単　体】

2021年９月期
(A)

2022年９月期
(B)

比　較
(B)－(A)

資金運用利回（Ａ） 0.74％ 0.75％ 0.01％

貸出金利回（Ｂ） 0.81％ 0.79％ △0.02％

有価証券利回 1.05％ 1.24％ 0.19％

資金調達原価（Ｃ） 0.67％ 0.66％ △0.01％

預金等原価（Ｄ） 0.75％ 0.72％ △0.03％

預金等利回 0.00％ 0.01％ 0.01％

経費率 0.74％ 0.70％ △0.04％

預貸金利鞘（Ｂ）－（Ｄ） 0.06％ 0.07％ 0.01％

総資金利鞘（Ａ）－（Ｃ） 0.07％ 0.09％ 0.02％

【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月期
(A)

2022年９月期
(B)

比　較
(B)－(A)

国債等債券損益（５勘定尻） 238 △3,133 △3,371

売却益 528 98 △430

償還益 1 1 0

売却損 275 3,135 2,860

償還損 － 74 74

償却 16 22 6

株式等損益（３勘定尻） 3,608 3,726 118

売却益 3,716 3,929 212

売却損 97 184 86

償却 11 19 8

２．業務純益

（注）職員数は、期中平均人員（出向者、臨時雇員及び嘱託を除く）を使用しております。

【職員数】

３．利鞘

４．有価証券関係損益
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2021年９月期
(A)

2022年９月期
(B)

比　較
(B)－(A)

業務純益ベース（単体） 4.35％ 2.69％ △1.66％

中間純利益ベース（連結） 5.15％ 3.85％ △1.30％

【単　体】 (単位：億円）

〔速　報　値〕
2022年３月末

(A)
2022年９月末

(B)
比　較
(B)－(A)

１． 単体総自己資本比率（４／７） 12.85％ 11.71％ △1.14％

２． 単体Tier１比率（５／７） 11.11％ 10.00％ △1.11％

３． 単体普通株式等Tier１比率（６／７） 11.11％ 10.00％ △1.11％

４． 単体における総自己資本の額 2,697 2,522 △175

５． 単体におけるTier１資本の額 2,333 2,153 △179

６． 単体における普通株式等Tier１資本の額 2,333 2,153 △179

７． リスク・アセットの額 20,990 21,531 541

８． 単体総所要自己資本額（７×８％） 1,679 1,722 43

【連　結】 (単位：億円）

〔速　報　値〕
2022年３月末

(A)
2022年９月末

(B)
比　較

(B)－(A)

１． 連結総自己資本比率（４／７） 13.03％ 11.91％ △1.12％

２． 連結Tier１比率（５／７） 11.32％ 10.21％ △1.11％

３． 連結普通株式等Tier１比率（６／７） 11.32％ 10.21％ △1.11％

４． 連結における総自己資本の額 2,803 2,621 △181

５． 連結におけるTier１資本の額 2,434 2,247 △186

６． 連結における普通株式等Tier１資本の額 2,434 2,247 △186

７． リスク・アセットの額 21,498 22,003 505

８． 連結総所要自己資本額（７×８％） 1,719 1,760 40

５．ＲＯＥ

【単　体】／【連　結】

　※ＲＯＥは年換算して算出しております。

６．自己資本比率（国際統一基準）

（注）自己資本比率の算出にあたっては、以下の手法を採用しております。

　　　・信用リスクに関する手法：標準的手法

　　　・オペレーショナル・リスクに関する手法：粗利益配分手法

　なお、「第３の柱（市場規律）」に基づく開示事項につきましては当行ホームページ

（https://www.meigin.com/）に掲載しております。

小数点第２位未満を切り捨てにて表示しております。
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【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月末
(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

貸倒引当金（Ａ) 12,313 12,644 330

一般貸倒引当金 5,072 6,598 1,526

個別貸倒引当金 7,240 6,045 △1,195

リ
ス
ク
管
理
債
権

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 5,934 4,984 △950

危険債権 52,889 65,838 12,948

要管理
債　権

三月以上延滞債権 76 390 313

貸出条件緩和債権 7,089 12,153 5,063

合計（Ｂ） 65,990 83,366 17,376

引当率（Ａ）／（Ｂ） 18.66％ 15.17％ △3.49％

残高（末残） 3,272,023 3,500,194 228,171

残
高
比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 0.18％ 0.14％ △0.04％

危険債権 1.62％ 1.88％ 0.26％

要管理
債　権

三月以上延滞債権 0.00％ 0.01％ 0.01％

貸出条件緩和債権 0.22％ 0.35％ 0.13％

合計 2.02％ 2.38％ 0.36％

【連　結】 （単位：百万円）

2021年９月末
(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

貸倒引当金 13,240 13,681 440

一般貸倒引当金 5,467 7,123 1,655

個別貸倒引当金 7,773 6,557 △1,215

リ
ス
ク
管
理
債
権

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,000 5,043 △956

危険債権 53,014 66,054 13,039

要管理
債　権

三月以上延滞債権 76 390 313

貸出条件緩和債権 7,994 12,965 4,971

合計 67,085 84,453 17,368

残高（末残） 3,266,545 3,496,094 229,549

残
高
比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 0.18％ 0.14％ △0.04％

危険債権 1.62％ 1.89％ 0.27％

要管理
債　権

三月以上延滞債権 0.00％ 0.01％ 0.01％

貸出条件緩和債権 0.24％ 0.37％ 0.13％

合計 2.05％ 2.42％ 0.37％

Ⅱ．貸出金等の状況
１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況

（注）「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令」（2020年１月24日　内閣府令第３号）が2022年３月31日から施行さ

れたことに伴い、銀行法の「リスク管理債権」の区分等を、金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく

開示債権の区分等に合わせて表示しております。
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【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月末
(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 5,934 4,984 △950

危険債権 52,889 65,838 12,948

要管理債権 7,165 12,543 5,377

三月以上延滞債権 76 390 313

貸出条件緩和債権 7,089 12,153 5,063

合計（A） 65,990 83,366 17,376

保全 額（B） 59,040 74,862 15,822

貸倒引当金 8,393 8,083 △310

担保保証等 50,646 66,779 16,133

保全率（B）／（A） 89.47％ 89.80％ 0.33％

①業種別貸出金

【単　体】
（単位：百万円）

2021年９月末

(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

国内

(除く特別国際金融取引勘定分）
3,214,697 3,436,630 221,933

製造業 440,345 461,523 21,177

農業，林業 1,172 1,104 △68

漁業 11 16 5

鉱業，採石業，砂利採取業 3,210 3,880 670

建設業 210,384 223,029 12,645

電気・ガス・熱供給・水道業 50,301 63,309 13,007

情報通信業 25,308 26,368 1,060

運輸業，郵便業 107,203 113,935 6,732

卸売業，小売業 354,130 370,541 16,410

金融業，保険業 231,874 268,775 36,900

不動産業，物品賃貸業 461,446 476,084 14,637

学術研究，専門・技術サービス業 26,312 28,838 2,526

宿泊業，飲食サービス業 44,204 42,185 △2,018

生活関連サービス業，娯楽業 36,777 36,714 △62

教育，学習支援業 7,167 10,045 2,877

医療，福祉 55,933 58,155 2,221

その他のサービス 69,166 76,424 7,257

地方公共団体 187,055 204,922 17,866

その他 902,690 970,775 68,085

２．金融再生法開示債権の状況

３．業種別貸出状況等
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【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月末

(A)

2022年９月末

(B)

比　較
(B)－(A)

消費者ローン残高 1,025,764 1,101,122 75,358

うち住宅ローン残高 1,008,222 1,082,442 74,220

うちその他ローン残高 17,542 18,680 1,137

2021年９月末

(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

中小企業等貸出比率 85.01％ 85.37％ 0.36％

【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月末
(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

系列ノンバンク向け貸出金残高 18,380 17,366 △1,014

【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月末
(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

預金等※（末残） 4,043,368 4,188,439 145,071

（平残） 4,057,526 4,180,415 122,888

貸出金　（末残） 3,225,509 3,449,845 224,336

（平残） 3,179,358 3,362,648 183,290

有価証券（末残） 782,931 863,781 80,850

（平残） 711,419 774,819 63,399

（参考）預り資産残高

【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月末
(A)

2022年９月末
(B)

比　較
(B)－(A)

投資信託 120,796 125,285 4,488

公共債 17,549 16,355 △1,193

保険商品 324,544 341,046 16,502

外貨預金 34,357 40,177 5,820

合計 497,247 522,865 25,617

②消費者ローン残高

③中小企業等貸出比率

【単　体】

④系列ノンバンク向け貸出金残高

４．預金等・貸出金・有価証券の残高

　※（注）預金等＝預金＋譲渡性預金
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【単　体】 （単位：百万円）

自己査定結果
（対象債権：総与信）

金融再生法に基づく開示額及びリスク管理債権
（対象債権：総与信及び自らの保証を付した私募債

　※要管理債権は貸出金のみ）

債務者区分 金額 債権区分 金額 貸倒引当金 担保保証等 保全率

破綻先
2,564

＜1,724＞ 破産更生債権

及びこれらに

準ずる債権

4,984

＜3,605＞

1,379 3,605 100.00％

実質破綻先
2,419

＜1,880＞

破綻懸念先 65,724 危険債権 65,838 4,642 56,880 93.45％

要

注

意

先

要管理先 20,210

要

管

理

債

権

三月以上

延滞債権
390

2,061 6,293 66.61％
貸出条件

緩和債権
12,153

小計
83,366

＜81,987＞
8,083 66,779 89.80％

要管理先

以外の

要注意先

677,492

正常債権 3,416,827

金融再生法開示債権及び

リスク管理債権（小計）

の対象債権に占める割合

＜ ＞内は、部分直接償却実施後

2.38％

＜2.34％＞
正常先 2,486,351

非分類債権 205,048

合計
3,459,812

<3,458,433>
合計

3,500,194

＜3,498,814＞

５．自己査定結果・金融再生法開示債権及びリスク管理債権の関係

（注）当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の開示債権額を＜　＞内に記載しております。
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売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理）

満期保有目的有価証券 償却原価法

その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入）

子会社及び関連会社株式 原価法

【単　体】 （単位：百万円）

2021年９月末 2022年９月末

評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損

満期保有目的 － － － － － －

その他有価証券 83,900 88,710 4,809 40,514 70,534 30,020

株式 86,473 87,077 604 69,480 70,223 742

債券 409 818 409 △7,902 66 7,968

その他 △2,982 813 3,795 △21,064 245 21,309

合計 83,900 88,710 4,809 40,514 70,534 30,020

株式 86,473 87,077 604 69,480 70,223 742

債券 409 818 409 △7,902 66 7,968

その他 △2,982 813 3,795 △21,064 245 21,309

Ⅲ．有価証券の評価損益

１．有価証券の評価基準

【単　体】／【連　結】

２．評価損益

（注）その他有価証券については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額と取得価額との差額を

計上しております。
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2022年３月期

(A)

2023年３月期

業績予想(B)

比　較

(B)－(A)

経常収益 55,094 55,400 306

経常利益 15,189 11,600 △3,589

当期純利益 11,139 8,300 △2,839

業務純益 9,326 12,200 2,873

2022年３月期

(A)

2023年３月期

業績予想(B)

比　較

(B)－(A)

経常収益 77,762 77,600 △162

経常利益 15,721 12,400 △3,321

親会社株主に帰属する当期純利益 11,643 8,500 △3,143

Ⅳ．業績予想

2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

【単　体】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(単位：百万円)

【連　結】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：百万円)
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＜収益＞ ＜費用＞ ＜利益＞

資金運用収益
188億円（16億円増）
事業性貸出・住宅ローン・有価証券

等による利息収益

－
資金調達費用
16億円（11億円増）
各種預金に対して支払う利息等

＝
①資金利益
171億円（５億円増）

＋

役務取引等収益
64億円（２億円増）
投資信託の販売や振込みなど各種

サービスによる受取手数料

－

役務取引等費用
19億円（０億円減）
支払為替手数料等銀行が支払う手数

料

＝
②役務取引等利益
44億円（３億円増）

＋

その他業務収益
０億円（５億円減）
外国為替売買益や債券の売却益等

－
その他業務費用
33億円（30億円増）
国債等債券の売却損等

＝

③その他業務利益
△32億円（36億円
減）
うち国債等債券損益

△31億円（33億円減）

業務粗利益
184億円（27億円減）
①資金利益＋②役務取引等利益

＋③その他業務利益

－

一般貸倒引当金繰入額４億円（１億円減）

＝
業務純益

31億円（22億円減）経費（除く臨時処理分）

147億円（３億円減）

業務純益
31億円（22億円減）

＋

臨時収益

40億円（１億円増）

株式等売却益、

貸倒引当金戻入益、

償却債権取立益等

－

臨時費用

５億円（０億円減）

不良債権処理及び株

式等償却に関する費

用等

＝
経常利益

67億円（19億円減）

経常利益
67億円（19億円減）

＋

特別利益

－億円（－億円）

固定資産処分益等

－

特別損失

０億円（０億円減）

固定資産処分損、

減損損失等

＝
税引前中間純利益
67億円（19億円減）

税引前中間純利益
67億円（19億円減）

－

法人税、住民税及び

事業税

12億円（７億円減）

－
法人税等調整額

１億円（０億円増）
＝

中間純利益
53億円（12億円減）

Ⅴ．単体決算要約
※(　　)は2021年９月期からの増減

業務純益から一般貸倒引当金繰入額や債券の売却損益等を控除した収益力を示す指標として、実質業務純益・コア業務純益があります。

◎実質業務純益　　36億円＝業務純益　31億円＋一般貸倒引当金繰入額　4億円

◎コア業務純益　　67億円＝実質業務純益　36億円－国債等債券損益　△31億円

※国債等債券損益（５勘定尻）・・・債券売却益＋債券償還益－債券売却損－債券償還損－債券償却
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